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国土交通省砂防部長よりご挨拶 

 
（一社）全国治水砂防協会の会員の皆様におかれましては、日頃より国土交通省並び

に都道府県が実施する砂防関係事業につきまして、多大なる御理解と御支援をいただい

ており、厚く御礼を申し上げます。 
令和 6 年は、震度 7 を記録した能登半島地震からスタートし、その後しばらくは大き

な自然災害は発生しなかったものの、7 月後半以降からは東北地方を中心とした豪雨、

宮崎県沖の地震とその後の南海トラフ「巨大地震注意」の発表、そして本当に迷走した

台風 10 号等により、立て続けに災害が発生しました。土砂災害につきましては、8 月末

までに発生件数が 1,023 件に上っており、残念ながら数名の人的被害も発生しておりま

す。心よりご冥福をお祈り申し上げます。 
 
さて、例年の事ではありますが、8 月末に各省庁より財務省に対しまして、令和 7 年

度予算の概算要求が提出されました。砂防部を含む国土交通省の水管理・国土保全局と

いたしましても、令和 6 年度予算に対する伸び率として、約 1.2 倍となる予算を計上さ

せて頂いており、これは財務省で示されている予算要求基準額の上限額一杯の金額とな

ります。 
この予算により実現を目指す施策として、水管理・国土保全局全体の方向性としては、

引き続き「流域治水」を推進すること、さらには「（流域）治水」「利水」「環境」を総合

的に実施する「流域総合水管理」に取り組む事としております。この中には、近年の災

害から得られた課題、特に能登半島地震災害に対応するための事業が含まれています。 
 
砂防関係事業では、能登半島地震災害に対応するため、上下水道施設を土砂災害から

保全するための新たな補助事業の創設（既存の「事業間連携砂防事業」の拡充）及び、現

在能登半島で実施中の地すべり対策事業について、この先数年間における事業を確実に

推進するための事業メニューの整備（「直轄特定緊急地すべり対策事業（仮称）」の創設）

などを要求しています。 
さらに昨年からの継続要求になりますが、砂防堰堤が土石流を捕捉した場合に、その

後の機能回復のために実施する緊急除石を、災害復旧関係事業で実施可能とする制度要

求も含んでおります（現在の制度では、砂防堰堤に溜まった土砂の除石は、国庫補助な

しでの実施）。 
 

 今後、年度末に向けて上記の令和 7 年度予算の本予算編成の作業が進み、その間に令

和 6 年度の補正予算の編成についての期待もあります。これらの予算、新規事業の獲得

につきましては、会員の皆様方からの地域における実情を、国会や政府の予算編成を担

う方々に届けて頂くことが、何よりも重要であります。会員の皆様の、なお一層の御理

解とお力添えをお願い申しあげさせて頂き、ご挨拶とさせて頂きます。 
 

               令和 6 年 9 月  国土交通省砂防部長 草野愼一 

 



ＳＡＢＯ ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ ３頁 

（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 

  
会員の皆様へ 
 

9 月に入っても全国的に猛暑が続き、秋が遠く感じられ、季節感覚が徐々に昔と異な

ってきていように感じます。皆様におかれましては、お変わりなくお過ごしのことと存

じます。 
 
さて、1 月 1 日に大地震に見舞われた能登半島ですが、この 9 月 21 日に同じ地域で線

状降水帯が発生し、記録的な豪雨に見舞われました。地震で大きく揺れたことにより、

地盤も緩んでいるのですが、そこに強い雨が降り注ぎ、新たに崩壊が発生し、被害を増

大させたようです。また、地震時に落ち残っている土砂や崩壊した箇所がさらに拡大し、

流出してきております。地震の際に生じた天然ダムが決壊している箇所もあります。大

地震後の豪雨という最悪の事態が生じてしまいました。お亡くなりになった方に心から

哀悼の意を表し、被害にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上げたいと思います。 
 
実は、先月の 27 日、森山会長の名代として、能登半島地震により甚大な被害を受け

た、珠洲市、能登町、輪島市、穴水町、志賀町、七尾市を訪れ、地震災害に対するお見舞

いに参上したばかりでした。訪問させて頂いた 6 市町では、泉谷満寿裕珠洲市長、大森

凡世能登町長、坂口茂輪島市長、宮崎高裕穴水町副町長、佐藤豊穴水町議会議長、稲岡

健太郎志賀町長、茶谷義隆七尾市長に、お忙しい中、時間をとっていただき、被災と現

状、支援への感謝、復旧・復興への思いなどを伺ってきたところでした。被災地の長と

して、息つくひまのない災害対応をされており、人命救助、捜索活動、生活支援や復旧

活動などの段階毎に様々な課題を乗り越えてこられてきました。その責任の重さと地域

の復興へ使命感をもたれている姿に心をうたれ、本当に頭が下がりました。まだまだ長

い復興への途上で、再度このような豪雨災害が発生したことはなんともやりきれず、残

念でなりません。全力をあげて能登半島を応援して参りたいと思います。 
 
今回、砂防部長のご挨拶にもあるように、来年度概算要求にも、国土強靱化に必要な

予算や制度が盛り込まれています。能登半島での災害や、宮崎県沖の地震災害、迷走し

た台風 10 号による災害などにより全国で被災された皆様の思いもしっかり受け止めて、

来年度予算確保や必要な新たな制度の設立に向けて活動して参ります。引き続き会員の

皆様のご支援、ご鞭撻をお願い申し上げます。 
 

令和 6 年 9 月 30 日 
一般社団法人 全国治水砂防協会 

理事長  大野 宏之 
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